
 
第 52 回 番組審議会議事録 

 
 
１．開催日時   令和 3 年 8 月 4 日 午後 3 時から 
２．開催場所   よこてイースト 会議室 
３．委員出席   委員総数  5 名 
         出席委員数 5 名 

欠席委員  0 名 
   

出席委員   岡部 えり子    委員長 
佐々木 隆一    副委員長 
土田 百合子    委 員 
石川 淳      委 員 

                辻 正憲      委 員 
 
 
 ◎横手コミュニティ FM 放送株式会社 
  出席者 7 名 

齋藤 善一  代表取締役副社長 
     萱森 賢雄  代表取締役副社長 

高橋 雅博  支援室長 
木匠 一公  支援室長補佐 
髙橋 一親  支援室 
藤田 正浩  制作制作部長 
細川 正実  営業部／番組審議会事務局出席者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



（１）8 月課題審議  審議番組 
 「キャンプはじめました。」 

            （令和 3 年 7 月 17 日 土曜日 午後 1 時～ 放送分） 
（２）その他 

 
４．審議事項 

（１）①審議番組 「キャンプはじめました。」について 
 
・自宅の近所でもバーベキューなどをしているので若い方はそうやって発散するのだなと、流行っ

ていると思う反面、この爆発的にコロナが出てきている状況下でタイミング的にどうだったかと

不安を覚えた。 
・お肉を焼く音も入っていて、おいしいんだろうなと想像できてよかった。 
・企画としてはよかったが、タイミングがやはり気になった。 
・これまでの作り方ではなかったような気がした。慣れている方のハウツーを基に何もしらない 
女子二人が珍道中のようなものは聴き手としては楽しかった。 

・台本のない、予定調和のない部分がコンセプトなのかな？と思ったがさくら荘の部分は 
「なぜ？」「なにあるの？」がなく、すっと入ってしまったのでできれば台本のない旅的に続けても 
よかったのでは？ 

・番組構成上なのか、営業の関係なのかはわからないけれど、基本的に 1 時間は長い。特にこうい

う 
作り方はテンポが大事になるので、おんなじ分量を 30 分、15 分でぎゅっとするともっとアップ

テンポに進むので聴いている方も想像力を膨らましておもしろくなったかも。 
  ・市内のキャンプ場の紹介が最初ではなかったのが気になった。 

・実食シーンは番組やってるのを忘れてしまう女子トークで、おもしろかったが尺調整している 
のが感じられた。 

 ・第一印象は「なんだこの軟弱なキャンプは！」だったが、こういうのも今のキャンプかなと思っ

た。 
 ・ラジオなので言葉をはっきりしないとわからないところがあった。ターフ？というのはなにか？ 

テーブルは A3 くらいと言っていたが？ 
・楽しい雰囲気が伝わってきた。 
・1 時間の中で音楽がなく、キャンプのとき、聴く音楽などがあればいい。必死に聴かなくていい時

間帯があってもいい。 
・スポンサーの紹介も楽しく紹介していて、そこもひとつのコーナーかなと感じられた。 
・肉焼く前のあたり、声が遠い。あえてヘッドセットで収録するなど、工夫が欲しい。 

 ・キャンプに必要な用具や道具、横手市近隣のキャンプ場情報など大変参考になる内容だった。 
・河川敷でのキャンプでは危険などリスク面に関しての情報もあり、場所を選ぶ時の参考にもなった 
のではないか。 

・多くの情報が満載の特番は、不自由な日常を送っている市民の皆さんに横手らしさ、ちょっとした 
工夫で市内で友人や家族と楽しめる有益な番組だった。 

  
 



≪会社側からの回答≫  
 ・企画段階で 4 月だったことやワクチンも出回るというのを見越して、このタイミングになった。 

オリンピックの直前に本放送が流れてギリ間に合ったかなと思う。マスクしないでバーべキューな 
どが騒がれているのでもう少し気を配った方がよかったとも思う。 

 ・台本、逆に珍しく作ったもので、ご指摘のさくら荘だけ台本を作っていなかったので構成がちぐ 
はぐになってしまった。 

 ・本来であれば、間に曲とかはさみながらテンポよく進めていきたいとも思ったのですが、ボリュ 
ームがいっぱいいっぱいになってしまって、曲を流す隙間がなくなってしまった。時間をかけて編 
集・構成していけたらと思う。 

 ・はじめに横手市内のキャンプ場を探したが、ちょっとワイルドすぎて初心者向きではなかったので 
美郷町のキャンプ場になった。 

 ・初心者向けということだったが、機会があれば踏み込んだ内容の番組も作れればなと思う。 
 ・音質について、できれば収音とかピンマイクを使いたかったのですが、コストがかかる上に出番が 

少なく、相手がいるものでは難しい。10 年の間に機材は充実させている。FM ラジオなので音質は 
向上させるに越したことはないので頑張っていきたい。  

 
４．その他番組への意見 
 ・特になし 
 
５．意見の概要の公表 

公表の方法 自社ホームページ（ＵＲＬ）への掲載 
公表の案内 議事の概要 
公表年月日 令和４年 1 月 12 日 

 
６．次回審議番組 

「未定」 
 
７．備考   9月、10月、11 月は休会とし、次回は 12月に開催予定。 


